
平成 22 年度第１回大学図書館近畿イニシアティブ能力開発専門委員会議事概要 

 

1. 日 時 平成 22 年 5 月 19 日（水）14 時 10 分～17 時 15 分 

2. 場 所 関西学院大学大阪梅田キャンパス 

3. 出席者 （敬称略、順不同） 

大阪大学附属図書館     奥田 正義 

関西学院大学図書館     兄井 栄子 

京都大学附属図書館     渡邊 伸彦 

神戸大学附属図書館     土屋 祥子 

大阪府立大学学術情報センター    武智 加奈子 

神戸市外国語大学学術情報センター          飯島 祐子 

京都産業大学図書館     真部 理恵 

追手門学院大学附属図書館     高畑 悦子 

京都学園大学図書館     清水  漸 

オブザーバー 

流通科学大学附属図書館    長尾 晴美 

京都学園大学図書館     松本 正裕 

4. 配布資料 

資料 1 平成 22 年度第１回能力開発専門委員会の開催について（ご案内） 

資料 2 平成 21 年度第 6回大学図書館近畿イニシアティブ能力開発専門委員会 

      議事概要 

資料 3-① 大学図書館近畿イニシアティブ運営要綱 

資料 3-② 「大学図書館近畿イニシアティブ」（近畿イニシア）組織構成図 

資料 3-③ 能力開発専門委員会設置要項 

資料 3-④ 能力開発専門委員会[名簿] 

資料 4-① 平成 22 年度大学図書館近畿イニシアティブ基礎研修「初任者研修」 

      受講者名簿 

資料 4-② 平成 22 年度大学図書館近畿イニシアティブ基礎研修「初任者研修」 

      受講者の決定について（通知）[案] 

資料 4-③ 大学図書館近畿イニシアティブ基礎研修「初任者研修」受講者の 

      皆様へ[案] 

資料 4-④ 平成 22 年度近畿イニシア初任者研修 研修許諾書一覧 

資料 4-⑤ 平成 22 年度大学図書館近畿イニシアティブ基礎研修「初任者研修」応募 

      者の要望 

資料 4-⑥ 平成 22 年度大学図書館近畿イニシアティブ基礎研修「初任者研修」講師、 

      主催者一覧 



資料 4-⑦ 平成 22 年度大学図書館近畿イニシアティブ基礎研修「初任者研修」資料 

      構成について 

資料 4-⑧ 平成 22 年度近畿イニシア初任者研修 役割分担表 

資料 4-⑨ 基礎研修「初任者研修」関連スケジュール 

資料 4-⑩ 平成 22 年度大学図書館近畿イニシアティブ基礎研修「初任者研修」収支 

      リスト案[ほか 4枚] 

資料 4-⑪ 平成 21 年度大学図書館近畿イニシアティブ中級研修受講者名簿[受付用 

      紙参考資料] 

資料 4-⑫ 領収証[参考資料：平成 21 年度] 

資料 4-⑬ 情報交換会運営について 

資料 4-⑭ 平成 22 年度大学図書館近畿イニシアティブ基礎研修「初任者研修」当日 

      講師・運営委員行動一覧表（案） 

資料 4-⑮  [平成 20 年度初任者研修の反省] 

資料 5 [平成 22 年度大学図書館近畿イニシアティブ基礎研修「初任者研修」募 

      集関係資料一式] 

 資料 5-①  開催について（通知） 

 資料 5-②  募集要項 

 資料 5-③  日程表 

 資料 5-④  応募用紙 

 資料 5-⑤  機関別推薦書 

 資料 5-⑥  許諾書（個人用） 

 資料 5-⑦  同意書（個人用） 

 資料 5-⑧  同意書（機関用） 

 資料 5-⑨  講師派遣について（依頼）[機関用委嘱状] 

 資料 5-⑩  講師について（依頼）[個人用委嘱状] 

 資料 5-⑪  アンケート 

 資料 5-⑫  講師一覧 

5. 議 事 

1） 開会 

開会にあたり今年度は高畑委員が主査を、渡邊委員が副主査を務めることが確

認され、4名の委員が交代するため自己紹介が行われた。次いで前回議事録の確認

が行われた。 

2） 平成 22 年度初任者研修について 

① 応募状況と受講者決定 

真部委員より4月 22日から5月 14日までに36機関 53名の応募を受け付け

たとの報告があり、募集人員数とほぼ一致する人数であったので全員の受講



を決定した。今回は 2 日間両日参加を原則としたが、小規模図書館で 2 日間

職場を離れることが難しい場合もあることに配慮し、今後は、研修会の内容

によっては 1 日のみ参加希望者についても認める方向で検討してもよいので

はないかとの意見が出された。また、賛助会員資格からの応募について次の

とおり話し合われた。 

・賛助会員に限り部分受講も認める。 

・研修参加費（実費）は 1,000 円（資料代）とし、運営委員会事務局へ了解 

をとる。 

・賛助会員は現在も募集継続中であることから、研修会 1 日目に限り、開催

直前まで受け入れる。 

次いで受講決定通知、連絡文書（受講者の皆様へ）、受講者名簿の内容確認

を行い、受講決定通知については運営委員会事務局へ了解をとった後、連絡

文書と受講者名簿については一部修正の上発送することになった。発送予定

日は 5月 24 日。また、応募用紙・機関別推薦書の部分未記入者へは研修者担

当委員が個別に連絡をし、6月 11 日までに回答をもらうことになった。 

研修会当日用の受付用紙は 1 日目、2 日目の 2 種類を準備することとした。 

② 研修許諾書一覧について 

兄井委員より講師全員から全ての許諾を得たとの報告があった。 

講師によっては部分的に不許可になる場合など色々なケースが生じる可能性

があるので、次年度以降も「許諾書」は作成する。なお、「許諾書一覧」は今

年度は兄井委員が作成したが、例年運営委員会事務局で作成されているので、

事前に運営委員会事務局へ依頼しておくことが確認された。 

③ 講師、運営委員の研修会当日の行動予定についておよび情報交換会参加者が

57 名であることが兄井委員から報告された。また能力開発専門委員への要員

派遣状の作成を主査から運営委員会事務局へ依頼することが確認された。 

④ 配布資料について 

   冊子「初任者研修」資料は、作成部数 110 部、表紙・間紙の色は業者に一

任することとした。また広告を募集することとし、5 月 20 日から募集を開始

できるよう運営委員会、広報・Web 専門委員会へ依頼することになった。 

5 月 19 日現在、講師原稿は 1 名分のみ受領済みであると兄井委員から報告

があった。講師原稿は兄井委員が受け取り次第メーリングリストへ流し、専

門委員全員で校正・確認作業をすることになった。 

   次いで作成スケジュールに若干の修正を加えながら確認を行った。 

5 月 21 日 講師原稿収集終了（兄井委員） 

冊子体原稿作成開始(武智委員) 

6 月 7 日  広告原稿、賛助会員リスト原稿必着、冊子体原稿完成 



6 月 7－10 日 運営委員長原稿確認（専門委員も並行して校正・確認作業） 

 6 月 11 日 印刷開始 

 6 月 18 日 冊子完成 

 6 月 21 日 配送（大阪府立大学→大阪大学、翌 22 日到着予定） 

       アンケート用紙、食堂マップ各 80 部も同時に作成して配送することが確認

され、食堂マップをカラー印刷するかは見積をとって検討することとなった。 

⑤ 会場設備・備品について 

   奥田委員が次の点を確認することになった。 

   ・講師控室・イニシア委員控室として 2部屋が確保できるか。 

   ・講師用パソコン・プロジェクタ・マイク（5本）が用意できるか。 

     （パソコンは事前に講師に伝えておくために要件を調べる。） 

   ・講師用マイクから直接録音が可能か。保存媒体の種類は何か。 

   掲示物類については次回委員会で現場を確認してから準備することとし、広

報資料展示用の大学名プレートは土屋委員が用意することになった。 

⑥ 会計関係について 

収支リスト案に基づいて確認した。参加人数が確定したことにより弁当数、 

情報交換会費用に変更があったので奥田委員が業者と交渉をすることになっ

た。また講師の交通費について再計算を行ったので、資料 4-⑩-3 の経路と金

額に間違いがないか兄井委員が講師に確認することになった。 

⑦ 情報交換会について 

 参加者は 57 名、立食セルフバイキング形式、挨拶と乾杯の発声は大阪大学

附属図書館細戸部長にお願いすることを確認した。会場のテーブル数を事前

確認すること、見学会へ参加せず情報交換会のみ参加する方への対応を考え

ておく必要があるという意見が出された。 

⑧ 事前準備として各委員は「講師・運営委員行動一覧表」（資料 4-⑭）と「平成

20 年度初任者研修の反省」（資料 4-⑮）を一読し、メーリングリストで意見

交換をすることとした。 

3） その他 

① 第 2回能力開発専門委員会の開催時間と会場を決定した。 

   日時 2010 年 6 月 16 日（水）14：00～17：00 

   会場 大阪大学附属図書館 総合図書館 研修室（豊中キャンパス） 

② 第 3回能力開発専門委員会の開催について、7月 29 日（木）または 7月 26 日 

 （火）に、関西学院大学大阪梅田キャンパスで開催するということで調整する 

  ことになった。 

     以 上 


